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4thIRアカデミー 第19回

産業IoTロードマップリバイズ
私達は、今起きている問題を、理解出来ているのだろうか。
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生成AIとデータ連携の進展は、産業の競争力の源泉そのものを変え始めている。一方
で、地政学・市場・社会の変化はかつてないほど複雑化し、「将来を正確に予測して計
画する」ことが難しい時代になったのではないだろうか。今、企業や産業界などに求められ
ているのは、変化を早期に察知し、自らの前提や常識を問い直しながら、新たな価値創
造へつなげる力かもしれない。

日本の製造業は、現場改善、品質向上、人と人との協働による知識創造など、世界
に誇る産業知を蓄積してきた。しかし、AI・デジタル化が加速する現在、その強みをどのよ
うに次世代の競争力へ転換していくのかが大きな課題となるのではないだろうか。

RRI産業IoTロードマップ検討調査研究委員会では、2023年版ロードマップのリバイ
ズを通じて、産業構造、ビジネスモデル、データ連携、AI活用、サービス化、標準化、エコ
システム形成などを俯瞰的に捉え、日本の産業の未来を多様な立場の参加者と共に探
究したい。
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Webinarの概要
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2018年を機に開始した産業IoTロードマップへの活動は、翌19年に産業IoT
ロードマップ検討調査研究委員会を発足し、ロードマップ検討を開始し、2023
年に第1版を出した。

Webinarでは、この活動に途中から参加していただいたWG1主査村上氏と共
に下記を紹介・議論してみたい。

1.WG1の活動と日本における第4次産業革命・DX・Society5.0対応
（2014年～2025年）の振返り

2.産業IoTロードマップ第1版（2018年～2022年）の振返り
3.2023年～2025年の国際・日本情勢 今何が起きているのだろうか
4.リバイズへの期待と委員募集
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大きな論点
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1. 2015年RRIを開始した当初、日本はドイツと比較して遅れているという
意識があった。2006年ドイツはハイテク戦略を掲げ、2011年に戦略プロ
ジェクトIndustrie4.0を開始する。米国は対抗するように、2011年にアド
バンスト・マニュファクチャリングの振興を打ち出し、さらにGEを中心にIICが
立ち上がっていた。これらの活動は今に続いている。では、本当に日本は遅
れていたのか。

2. 日本は2015年に、RRI・IoTコンソーシアム・IVIなどが発足し、翌16年
Society5.0を軸とする科学技術イノベーション基本計画が打ち出され、翌
17年にはConnected Industriesが、その後、DADC、DSA、更に経団
連から2023年には産業データスペースなる提言がされ、今に至る。2026
年には成長戦略として戦略17分野の中でフィジカルAIなどの投資となる
一方で、企業は今何が起きようとしていると理解しているのだろうか。
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AIによる経産省のデジタル化施策関連
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時期 中心概念 主な施策 狙い

2015–2016
IoT・第4次産業革
命

ロボット新戦略
（RRI）IoT推進、
Industrial Value 
Chain Initiative（
IVI）

製造業のデジタル化

2017–2019
Connected 
Industries

Connected 
Industries、
Society5.0、スマー
トファクトリー

企業間接続・データ
連携

2018–2022 DX

DXレポート、DX認定、
DX銘柄、デジタルガ
バナンス・コード
DADC、DSA

企業変革

2022–現在
データスペース・AI・
アーキテクチャ

Ouranos 
Ecosystem、AIガバ
ナンス、生成AI、フィ
ジカルAI

産業エコシステム・AI
国家

注：本表には行政の施策以外も含む

Society5.0 
Connected Industries 
新しい産業社会像

DADC、DSA
Data Space
Semantic Data
AI Knowledge

ガバメントクラウド
API
ID
データ基盤

IoT
スマート工場
ロボット
Physical AI

ビジョンビジョン

メタ
OS
メタ
OS

OSOS

手段手段

階層構造
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IVI連携IVI連携

活動の位置付け WG1の活動俯瞰図

Why

What

How

マクロ経済

ミクロ経済

経営

倫理

経済成長
イノベーション

分業・市場
資本・労働 データ主権

自由主義
民主主義
資本主義

ビジネス・エコシステム
B2Bプラットフォーム経済

Society5.0
社会課題解決

SDGs

信用
Trustworthiness

スマートサービス
顧客経験価値共創

オントロジー

情報技術
CPS・AI

データ連携
IoT

デジタル化
IT

標準化
国際標準化

法規制

ビジネスモデル

技術

業務
オペレーション

事業
ビジネス

コントロール

産業セキュリティ

業務改革

価値
サービス

システムズ・エンジニアリング
システムズ・アプローチ

OMG
EDMA連携
OMG
EDMA連携

AG1/e企業プロファイル
AG1/ユースケース

AG1/標準化ロードマップ

AG1/データ品質

AG4
産業データ連携
AG4
産業データ連携

WG1ロードマップ検討WG1ロードマップ検討

AG
中小支援
AG
中小支援 海外文献分析海外文献分析

社会実装エンジニアリング
死の谷越え・TRL345Gap

教育システム

人間尊重

製造aaSシステム
価値ネットワーク

ものづくり技術

活動・施策

キーワード 活動活動 他団体との連携活動他団体との連携活動

CESMII連携CESMII連携

サブ幹事会
産業機械
サブ幹事会
産業機械

IIC連携IIC連携

オープン・エコシステム

全体に関わる
関連活動・施策

AG1
国際標準化支援
AG1
国際標準化支援

AG
B2BPFE
AG
B2BPFE

PI4連携PI4連携

競争法

CODE
意味軸

AG
産業セキュリティ
AG
産業セキュリティ

PI4連携PI4連携

活動

PI4連携PI4連携

IMX連携IMX連携

GAIA-X、IDSA連携GAIA-X、IDSA連携

SIG日本的生産方式に
適合したモデルの創出

灰文字：準備中

国家安全保障

ソフト化

技術オープン化

AG1/オントロジー

社会

SIG9 デジタル時代
のイノベーション

標準化戦略

5

SIG業務視点からのDX実現業務改革

AG1/循環経済

DADC・ODS、
DSA連携
DADC・ODS、
DSA連携

SIC連携SIC連携
JSRPIM連携JSRPIM連携
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参考 潜在意識と脳特性 変われないのは何故か
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人の意識は「顕在意識（理性・決
断）」と「潜在意識（無意識・価値
観・感情）」に分けられ、顕在意識
は全体のわずか3〜5%程度であり、
残りの95〜97%は潜在意識が占めて
いると多くの専門家が指摘している。
ハーバード大学のジェラルド・ザル
トマン博士も「人間の行動や思考は
95％が無意識」と述べている。

潜在意識 95％

顕在意識 5％

脳の基本特性が組み合わさって「無意識が大部分を担う」状態になっている。
① 最も大きな理由：エネルギー効率（省エネ設計）
脳は体重の約2%しかないのに、全エネルギーの約20%を消費します。
このため脳は、できるだけ考えない・できるだけ自動化する・同じ処理を繰り返さ
ない という方向に進化してきている。

一度学習した処理は「意識」から「無意識」へ移す。超高性能な省エネシス
テム。
例： 運転 → 最初は意識的、慣れると自動

言語理解 → ほぼ無意識
表情の読み取り → 一瞬で判断

② 処理速度の違い（意識は遅すぎる）
意識的な思考は非常に遅いです。ここで関係するのがダニエル・カーネマンの理
論：
システム1（無意識）→ 超高速・並列処理
システム2（意識）→ 低速・直列処理
もし全部を意識で処理すると、会話が成立しない・危険回避が遅れる・判断が
間に合わない

脳はまず無意識で処理し、必要な時だけ意識に上げる
③ 情報量の圧倒的な差
脳に入ってくる情報量は膨大。視覚・聴覚・触覚・内臓感覚など毎秒数百万
ビット規模とも言われる。しかし意識で扱えるのはごく一部。

脳は、ほとんどを無意識で処理、重要そうなものだけ意識に送る
「フィルター（選別装置）」としての無意識

④ 予測システムとしての脳（ここが本質）
現代の脳科学で特に重要なのが予測処理。
脳は受動的に世界を見ているのではなく、「こうなるはず」という予測を作る、実
際の入力との差だけを処理する
例： 見慣れた道 → ほぼ意識不要

違和感 → 急に意識が向く
無意識＝予測と自動処理の本体

 意識＝エラー処理・例外対応
⑤ 習慣化（最適化の蓄積）
行動や思考は繰り返されると、神経回路が強化され、自動化される

どんどん無意識側に移行。いわば「脳のキャッシュ・ショートカット」

基本認識の起点
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参考 認知プロセスと課題 自分の前提とは
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世界・環境

意味形成

概念操作

因果・構造

意思決定・行動

価値・目的

外部

脳内
思考内
潜在意識

⚫ 認知OSにより見たい
ものしか見えない ↓

⚫ 見えているものを現
実と思い込む

⚫ 認知OSを観測でき
ない ↓

⚫ メタ認知ができない

環境側
認知OS
脳内側

⚫ 見える成果の強要

⚫ 時間概念が弱い

認知ツール
⚫ 概念体系を操作系

に使えない⚫ 概念をバラバラに捉
えている（体系化で
きていない）

⚫ ↑ 概念を知識と捉
えている。

⚫ 知識は学問としてバ
ラバラと認識

⚫ 知識獲得を成長と
捉えている

⚫ 意味・概念・構造・
価値などの多層構
造を意識できない
↓

⚫ 扱えない

⚫ 循環構造を意識で
きない

⚫ 概念統合ができない
↓

⚫ 世界統合が出来な
い ↓

⚫ 場面依存知識と捉
える

⚫ 環境（認知OS）で
認知出来ない事を
強化している

⚫ 意味生成を自覚で
きない ↓

⚫ 意味は与えられてい
ると捉える

⚫ 納得への偏向 ↓
⚫ 問いが形成できない

（正解探索指向）
⚫ 意味設計ができない

⚫ 具体・抽象・メタを行
き来できない

⚫ 世界観を扱えない
⚫ この構造を統合的に

扱えない

知覚・観測

認知の特徴
• 同時進行
• 再帰的
• 動的
• 操作的
• メタ的

⚫ この自覚が出来ない

↓
⚫ 構造不可視環境再構成

✓ 他人の考えている
ことは分からない

✓ 現実は、自分の考
えていることすら分
からない

✓ 道具が必要
AI？

AIで知識は外部化が可
能になった。

留意点
捉え方がとても西洋的
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参考 認知マトリクスKnown・Unknown
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認知主体 認知対象認知主体の
メタ認知

他の認知主体
社会・国際

ジョハリの窓ジョハリの窓

メタ認知の
Known・Unknown

マトリックス

メタ認知の
Known・Unknown

マトリックス

ラムズフェルドの
Known・Unknown

マトリックス

ラムズフェルドの
Known・Unknown

マトリックス

モデル 何を区別しているか 主な軸 主な目的

ラムズフェルド
対象世界の知識・
不確実性

Known / 
Unknown

リスクや不確実性を
整理する

ジョハリの窓 自己と他者の認識
自分が知っている／
他者が知っている

自己理解・他者理
解・コミュニケーション

メタ認知（心理
学）

自分の認知と実際
の状態の一致・不
一致

「自分は知っていると
思っているか」と「実
際に知っているか」

学習・思考・意思決
定を改善する

主体 他者・メタ認知・対象

Known Unknown

Known

Unknown

注意点
Known・Unknownは
Knowingを扱っている。
Knowledgeではない。
よって日本語での「知っ
ている」は、誤解を招き
やすい。
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現段階のリバイスのイメージ
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現状 将来

Controls
「大前提」普遍的価値観

「前提概念」社会的、構造的、技術的な
潮流

Process
施策群

Enabler
施策群

様々な観点から抽出
したアイデア施策

方法論/構造化
7Samurai
LC関係図
意味軸
IPO図

戦略・実行・手段
国・企業レベル

23年度版23年度版 リバイズ

• 23年度版の俯瞰
• 23年～25年度の変化
• 23年度版前提・施策の現況
• 今何が求められているのか
• 背景としての産業革命と認知
• AIを活用した方法論

• 案だし
• 構造化 など

• 新たな前提・施策
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進め方案 その1
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1．認知について

2．パラダイムシフトの認知（共通体験ベース）

3．パラダイムシフトの認知（過去の産業革命）

4．パラダイムシフトの認知（第4次産業革命）

5．23年版振返り

6．報告書まとめ6．報告書まとめ

推進方針
1. 原則、1回・2時間/3週間程度、

左記各プロセス2回程度
2. 議事録は文字起こし→AI使用
3. 毎回、事前宿題あり。内容は、

個人としての意見整理、もしくは、
AI活用での意見形成 など

4. 委員会はWS形式で、基本全
員で宿題の発表と検討

あくまで人の集合知を活用して検討
を進めるので、このような推進方針に
なっています。
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進め方案 その2
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コアメンバーチーム 委員会とは別に同等回数

毎回の検討プロセス・事前宿題の検討

WSの推進

WS結果から推進方法へのフィードバック

各回と並行して報告書づくり

最終案報告書まとめ最終案報告書まとめ

委員会

事前宿題の検討

WS

報告書のレビュー
年明けて数回に分けて



人間本位の産業を目指して

2026 Copyright Robot Revolution & Industrial IoT Initiative, All Rights Reserved.

コアメンバーチーム
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1.東大 木村先生
2.NRI 藤野氏
3.IHI 村上氏
4.NSRI 山藤氏
5.慶應SDM 武本氏
6.同 深山氏
7.同 稲山氏
8.同 加藤氏
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